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＜連絡事項＞
・田中Drが1/4・1/5お休みになり、1/4の当直が田名部Drになります。
＜患者様連絡事項＞
・平野　稔様～15時外泊より帰院しています。兄様より、落ち着いて良かった。

次回も外泊させて様子を見たいと、外泊中の様子が聞かれています。

次回は年末年始で外泊を検討していきたいのとこと。
・岡本　将孝様～妻さとオンラインで面会しています。妻様より外泊を薦められていま

　　　　　　　　すが、本人はまだ自信がないと答えています。

　　　　　　　　服薬ボード代（2340円）と小遣い金（1100円）、衣類と鏡の持ち込み
　　　　　　　　しています。本人から洗濯物を渡しています。

　　　　　　　　次回は12/29（水）15：30～オンライン面会予約しています。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～朝食時、嘔気・腹痛訴え残食（1/3摂取）しています。昼食は嘔気続いているが頑張って全量摂取したと報告してきています。15：50朝から頭痛もあると訴えあり、疼痛時）カロナール錠（200）2Ｔ服用し様子をみています。幻聴は否定しています。
　　　　　　　　

・出河　攻様～昨夜、突然隣にいる女性患者様を殴っている。理由についてはレストラン

で叫んでいること、自分の隣で独語していることが気に障ったとのこと。

一時は興奮していたが徐々に落ち着いていいます。本日は、昼食前に急に
食事・服薬を拒否すると訴え、表情硬さみられています。診察でも、入院

に至った事件に関して原因は精神病じゃないと多弁に訴え、「薬は飲みませ
ん怖いから」と話しており、また、自分の考えが相手に透けて見られてい
ると、見られている相手に関して、特定の患者様の名前を数名挙げていま
す。引き続き他者とのトラブルないよう関わっていきましょう。
・岡本　将孝様～プログラム参加できており、日課も支障なく行えています。日課やプログラム以外は臥床している事が多く、他者との交流はみられません。
　　　　　　　　
＜安ケ平Ｄｒ診察情報＞
※Ｒ4.1/5（水）～の定期薬処方
・長谷川　陽一様～夜間の睡眠・気分共に安定していると話している。携帯電話もあまり架けていない、小倉さんにも暫く連絡していない、頻回だと怒られるからと話している。食事は普通食を続ける様に指導受けている。服薬変更なし。
・上村　みわ様～本日の診察は拒否しています。処方内容は変更なし。
・滝田　英人様～主治医からの質問に落ち着いて返答している。血圧・脈拍が変動幅が大きいと話している。主治医触診時は56～58回/分　不整脈なし。今ぐらいの声のトーンで話すのがいいと言われている。薬変更なし。
・出河　攻様～措置入院と精神病は違うかと尋ねています。措置入院の原因として精神疾患の症状として事件を起こしての入院が措置入院となる。出河さんが事件を起こした時、被害妄想がある状態だったと説明するも、本人は精神症状を否定し、アルコールの多量摂取が原因だと事件を振り返り、多弁に話しなかなか話を切り上げることができず、服薬に関しても「怖いからもう薬は飲まない」と話している。薬内用を説明受け、薬で血圧も精神状態も安定している為服薬する様指導受けています。
※拒薬時は、精神焼薬は除剤可、血圧の薬等身体的な薬は服用させた方が良いと指示あります。
・中川原　義雄様～「歯が痛くてお粥を食べています」「今日少し洩らしました」と報告しています。主治医から、失禁は気にしなくても良いが、食事は普通食の方が良いと説明受け、本人も了承し普通食へ変更となります。フェルビナクスチック2本処方。
＜皮膚科診察情報＞
・井上　和美様～尿素クリーム　1本処方

・長谷川　陽一様～　項部に毛孔性角化1個→ゲンタマイシン軟膏塗布
・高田　マキ様～①左頬部5ｃｍ程の円形皮下出血斑

　腫脹は軽症だが痛み（+）→ヘパリン類似物質クリーム塗布

 　　　　　　　　　　　　　②両下腿皮膚乾燥落屑→　ヘパリン類似物質クリーム　1本処方

・若沢　理子様～①左前腕　紅色丘疹　掻痕集程→デルモゾールDP軟膏+包帯

デルモゾールDP軟膏　と　ナジフロクリーム　各1本処方

・小田　タネ様～　ヘパリン類似物質クリーム1本

　　　　　　　　　デルモゾールＤＰ軟膏　1本　　各1本処方
・出河　攻様～　デルモゾールDP軟膏　　テルビナフィンクリーム　
テルビナフィン外用液　　各1本処方
・澤田　裕也様～両趾間丘疹治癒　
・畑中　成夫～②顔面（鼻・鼻辰部）に毛色炎　→ゲンタマイシン軟膏　1本処方

※他同前処置継続。
＜安ケ平Ｄｒ退院支援委員会＞
滝田　英人様～家族（妹様）との近況での情報交換や面談の機会が取れる様に検討中です。　　本人が入所できる施設の検討していく事を視野に入れ再度退院につなげるかの見極めをしていきます。
　　　　　　　

上村　みわ様～病識が乏しく、退院後の通院、服薬中断の可能性が高く、病状再燃に繋がる可能性は高い。介護認定：要介護1 である為、本人が入所出来る介護保険サービスによる施設を検討していく。
出河　攻様～退院に向けては、本人の妄想再燃により周囲との関係性悪化の可能性はあります。家族からの支援が困難で、退院に対しても非協力的な状態です。
中川原　義雄様～認知症状出現しており、介入への易怒性も時折見られる事から、施設退院が望ましいが、家族は自宅退院を希望している状態。訓練を経て自宅への退院を予定しているが、感染状況により訓練が困難な状況が続いている。また、娘様家族の環境の変化により、更に自宅への退院が困難な状況になりつつあります。今後は、セルフケアの能力維持できるように支援し、自宅に向けての確認事項を習慣づけていきます。

